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わたしらしい生き方を選択するためのワークショップ事業の 

キックオフセミナーについて 

 

１ 要旨・目的 

  「わたしらしい生き方応援プランひろしま」に基づき，性別にかかわらず，人生のステ

ージに応じた様々な働き方，学び方，生き方を実現する人が増えることを目指して，今年

度は，昨年度出された様々なアイデアや意見等を，ブラッシュアップしながら企画・実践

を行う，ゼミナール形式のワークショップ事業を行うこととし，そのスタートとなるキッ

クオフセミナーを開催する。 

 

２ 現状・背景 

性別に関する意識に影響されることなく，自分らしい暮らしを実現できていると感じる割

合は，30歳代以降，様々なライフイベントを経験することで下がってくる傾向がある※。 

  この主な要因の一つとして考えられる「性別に関する固定観念」を解消し，多様な暮ら

し方の実現に向けた理解促進を図るため，昨年度，若い世代を対象に，参加型講座を２

回，交流会を４回実施し，性別に関する固定観念への違和感や，課題解決策，アイデアに

ついて意見交換を行った。 （※R3.5 わたしらしい生き方応援課実施のインターネット調査より） 

 

３ 概要 

(1)  実施主体                 

広島県（委託先：公益財団法人 広島県男女共同参画財団） 

(2)  実施期間（日時）                              

令和４年６月４日（土）13：30～16：00  

(3)  場所 

エソール広島 （広島市中区大手町１－２－１ おりづるタワー10階） 

(4)  実施内容 

ア プログラム 

① セミナー（50分） 

男性の家庭進出の話題から，性別に関する固定観念や，女性の社会進出，男性育児休

業の現状などについて幅広く情報提供していただき，参加者へ課題提起する。 

講師：前田
ま え だ

 晃平
こうへい

さん（認定ＮＰＯ法人フローレンス代表室長） 

東京都出身。リクルートホールディングスを経て，保育や子育て関連事業を

行う認定 NPO法人フローレンスでマーケティング・事業開発に従事。2019 年

10月に娘の誕生を機に 2ヵ月間の育児休業を取得。著書に「パパの家庭進出

がニッポンを変えるのだ！」（光文社）。令和４年３月本県予算特別委員会で

少子化対策について参考人として意見を述べた。政府のこども政策の推進に

係る有識者会議委員。 
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② ゲストスピーカーによる体験談などのディスカッション（30分） 

テーマごとに，その立場にある人やテーマに詳しい方に，体験談等を話してもらうほ

か，ファシリテーターからの質問等のトークを行い，グループワークへの導入とする。 

テーマ ゲストスピーカー 

林業女子に聞くお仕事トーク 男性比率の高い林業現場でフォレストワーカーと

して働く女性 

杉原
すぎはら

 遥
はるか

さん（甲奴郡森林組合 職員） 

育休パパのお困りトーク 育休を取得した男性会社員 

加藤
か と う

 秀一
しゅういち

さん（積水ハウス株式会社 広島支店

東店 店長） 

メディアから見た「男女」の「らし

さ」トーク 

性別に関するアンコンシャス・バイアス等の取材

経験豊富な方 

栾
らん

 暁
しょう

雨
う

さん（中国新聞社 報道センター記者） 

③ 参加者とゲストスピーカーによるグループワーク（30分） 

  参加者がグループに分かれ，ゲストスピーカーを交えて質問や意見交換を行う。 

 ※ 15 分１クールとし，2クール目にグループ替えを行う。 

④ まとめ（15分） 

グループワークの内容発表，ファシリテーターによるまとめ 

イ ファシリテーター 

  丸山 法子（(一社)リエゾン地域福祉研究所代表理事，社会福祉士）  

ウ 参加者 

  大学生や若い世代の社会人などを中心にテーマに興味がある方 30 名程度 

エ その他 

  集合対面型とする。但し，新型コロナウイルスの感染状況によっては，オンライン

（Zoom）併用又はオンラインのみの開催に変更する場合がある。 

 

４ 今後の実施予定 

キックオフセミナーの後，性別に関する固定観念による様々な社会課題について，少人

数によるゼミナール形式のミーティングなどを複数回行い，課題解決に向けた企画・実践

等を行う。 
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わたしらしい生き方を
選択するための
ワークショップ 
＼キックオフセミナー／

女らしさ,男らしさ,アンインストールして考えてみませんか

6/4
土

13 :30〜16 :00

対象：テーマに興味がある方（定員30名）

会場：エソール広島（おりづるタワー10階）

申込：エソール広島ホームページまたはQRコード

締切：令和４年５月31日（火）

運営・受託先：公益財団法人広島県男女共同参画財団

program
☑ メインスピーカーによるトーク
☑ ゲストスピーカーの体験談とジェンダーロールお題トーク
 

 「林業⼥⼦に聞くお仕事トーク」
 「育休パパのお困りトーク」
 「メディアから⾒た『男⼥』の『らしさ』トーク」
   

 � 
☑ ゲストスピーカーとの交流・情報交換
☑ まとめ

育児休業を取得した体験談や，性別に関する固定観念が「わたしらしい⽣き⽅」に

どんな影響を及ぼしているかなどを聞いて，みんなで何でもトークを⾏います。

ジ ェ ン ダ ー ロ ー ル っ て
何 じ ゃ ろ ぉ る ？

前 田 晃 平
＼娘の誕⽣を機に2ヵ⽉間の育休を取得／ 

さん 

 らん しょうう 

・・・・・・杉原 遥さん（甲奴郡森林組合フォレストワーカー）

・・・・・・・・・加藤 秀⼀さん（積⽔ハウス㈱ 広島⽀店東店 店⻑）

・・ � 暁⾬さん（中国新聞社報道センター記者）

ファシリテーター／丸⼭ 法⼦さん((⼀社)リエゾン地域福祉研究所代表理事）


